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筑紫野市男女共同推進センター 
202４ 

 
 

センターニュースは、令和 4 年度より年 6 回の発行となりました。 

意味：「らーふ(laugh)」 + 「ふる(full)」   ～市民の笑顔が満ちあふれる場となることを願って～ 

 3/8 は 
International Women’s Day 

 

 

 

 ３月８日は、「国際女性デー」です。「国際女性デー」は、国や民族、言語、文化、経済、政治の壁に関係なく、女性

が達成してきた成果を認識する日です。1904 年にアメリカで女性労働者が婦人参政権を求めたデモが起源と

なり、１９７５年３月８日に国連で提唱されました。「国際女性デー」のシンボルとされているのが、黄色いミモザ

の花です。イタリアでは、日頃の感謝を込めて女性に愛や幸福の象徴であるミモザの花を送る習慣があり、「ミモ

ザの日」とも呼ばれています。 

「国際女性デー」が設立され、５０年近くが経ちますが、ジェンダー平等と女性のエンパワーメントは、途上国・

先進国を問わず、今後も取り組み続けなければならない課題です。SDGｓのゴール５でも「男女平等を実現し、

すべての女性と女児の能力を伸ばし可能性を広げよう」とうたわれています。 

我が国においても、世界各国の男女平等度合いを指数化した「ジェンダーギャップ指数２０２３」における順位

は、１２５位と過去最低であり、特に政治・経済の分野で男女の格差が大きいとされています。 

 

SDGｓ（Sustainable Development Goals:持続可能な開発目標）とは、世界で広がる貧困・格差・地

球環境の危機を克服し、「持続可能な社会・経済・環境」を目指す世界共通の目標です。２０３０年という達成期

限を設け、１７のゴールと１６９のターゲットにすべての国が取り組むことを約束しています。ジェンダー平等の

実現と女性のエンパワーメントは、すべてのゴールとターゲットの進展にきわめて重要な貢献をするものであ

るとされています。 

ジェンダー平等とは？ 

性別に関わらず、平等に責任や機会を分かち合い、あらゆる物事を一緒に決めてゆくこと。 

 

SDGｓ 目標５ 「ジェンダー平等を実現しよう」 

SDGs ゴール５のターゲット 

①すべての女性に対するあらゆる差別をなくす。 

②すべての女性へのあらゆる暴力をなくす。 

③子どもの早すぎる結婚、強制的な結婚、女性を傷つけるならわしをなくす。 

④子育て・介護・家事などの仕事の大切さを認めるようにする。 

⑤政治・経済・社会において、女性と男性が同じように率先して行動できるようにする。 

 

 

 

この日を機会に、男女平等の実現に向けて、私達にできることを改めて考えてみませんか？ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＜事務局＞男女共同参画担当 

「男女共同参画推進委員」は、市の施策や措置に対する苦情と性による人権侵害の救済について、

男女共同参画の視点で処理する市の附属機関です。 

 

救済 
（市、市民、事業者、 

団体に対して） 

 
苦情 

（市に対して） 

・裁判所において係争中か、または判決済みのこと  

・他の行政機関で審理中か、または裁決済みのこと 

・議会に関すること  ・男女共同参画推進委員が既に処理をした苦情等 

・調査に協力が得られない場合  ・その他男女共同参画推進委員が適当でないと判断したこと 

事務局(男女共同参画担当)へ 

持参または郵送 
調査の実施 勧告、要請、 

意見表明 など 

市、 

市以外の機関 

申
出
の
流
れ 

処理結果の通知、助言 

 

市の男女共同参画を推進

する施策や措置に対して、

意見や要望があるとき 

 

市の施策や措置が、 

男女共同参画の推進を阻害

していると思われるとき 

 

市内において、性による 

差別的扱い等の人権侵害

を受けたとき 

男女共同参画 

推進委員 
申出書提出 申 出 人 

調査の対象と

しないこと 

詳細は市 HPへ  申出書のダウンロードはこちらから 


